　様式例１６（設立代表者から借入する場合）
金銭消費貸借契約書
  貸主北海一郎（以下「甲」という）と借主医療法人社団北一会設立代表者北海一郎（以下「乙」という）は、次のように金銭消費貸借契約書を締結した。
第１条（賃借）
　甲は、乙に対し、金１，０００万円を、次条以下の約定で貸し渡し、乙はこれを借り受け、受領した。
第２条（利息）
　本件消費貸借の利息は、元金に対し年０％とする。
第３条（弁済期）
　乙は、甲に対し、元金を令和　年　月　日から令和　年　月　日まで毎月末日までに金〇万円ずつ、合計〇回の分割払いで甲指定の口座に振り込みする。
第４条（失権約定）
　乙は、次の場合には、甲の催告を要せず当然に期限の利益を失い、直ちに元金を支払わなくてはならない。
乙が第三者から差押・仮差押・仮処分を受け、若しくは競売の申立又は破産宣告の申　　立を受けたとき。
第５条（読替）
　本契約は、北海道知事の医療法人設立認可の日をもって発効するものとし、同法人設立の上は、乙の表示は、医療法人社団北一会（理事長：北海一郎、住所：札幌市中央区北○条西○丁目○番○号）と読み替えるものとする。
　この契約の成立を証するため、本書２通を作成し、甲乙記名押印の上、各自１通を所有する。
　　令和　年　月　　日
         ＊設立総会以降の年月日を記入
　　　　　　　　　　　　　　　（甲）住　　　所  札幌市北区北２２条西３丁目２番８号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　　名  北海一郎     (
　　　　　　　　　　　　　　　（乙）住　　　所  札幌市北区北２２条西３丁目２番８号 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　　名  医療法人社団北一会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　設立代表者　北海一郎　　　 　(  
（作成上の注意）
この契約内容と予算書の整合性が取られていること。


